
（別紙３）

～ 令和7年4月30日

（対象者数） 25 （回答者数） 19

～ 令和7年4月30日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
駐車場部分を改装してお外でも遊べるスペースを作っていき

たいです

2

今後もご家族様、ご利用者様の変化も見逃さないよう心がけ

ていく。全スタッフでフォローしながら問題解決に繋がるよ

うに努める

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
法人謝恩会や事業所内で保護者交流会を開催し、保護者様同

士の関わる機会や相談の場をつくっていく。

2
新しいプログラムの発案、ミーティング等を行っていく。で

きたことは伸ばしつつ、アレンジしながら提供していく

保護者様同士の関わりについて
感染症が収まらなかったのもあり、保護者様同士顔を合わせる

機会が少なかった。

事業所の活動プログラムが固定化にならないように

ご利用者様の成功体験・出来る事の幅を広げるためにも固定化

になってしまってる可能性もあった。

また当日の活動を子ども達同士で決めるため、固定化になりが

ちであった

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年　5月　3日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

室内が広くご利用者様が思いっきり体を動かせること
バリアフリ―化になってて色々な遊びができるようにスペース

を多く作っています

保護者様の不安や困り感などの相談に対応している

申し送りや日頃の声かけ等により、安心して相談しやすい環境

づくりに気を配っています。保護者様の相談事（送迎・困り感

等）職員間でフォローしあう体制ができている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

○事業所名 MiraColo

○保護者評価実施期間
令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


